
平野 25 周年史 グァタパラ耕地コロノ生活の記録

＊山本長次郎､ 岡山県、中村寿三朗氏呼び寄せ移民単独で渡伯。　
　　　　　　　　　　
＊中村弾、東京都、中村寿三朗の長男、生後４歳にて渡伯、父親はグァタパラ耕地コロノ生活３ヶ年。

＊新家恭一、1931年ブエノス・アエレス丸、愛知県幡豆郡、海興経営のアニューマス農配耕、同農場に約１ヶ
月勤労、後 1932年 6月ソロカバーナ線サント・イナシオ駅バイン植民地邦人小学校教師、1935年 4月や
めてすぐコチア小学校に教師として赴任、1938年 8月退職、そく平野植民地の旭校教師として赴任。

＊末永利雄、1935年サントス丸、福島県双葉郡、ブエノ・ポリス駅ブエノ・ポリス耕地ロノ生活 1農年後、
ノロエステ線カフェランジャ駅ルビー殖民地コロノとして 1年就労 1936年 10月同殖民地入り。

＊岩並信次郎、三重県、モンテイロ駅グァタパラ耕地コロノ生活２農年、移転ノロエステ線カフェランジャ
駅ウルー植民地今村氏コーヒー４ヶ年契約終了後三福植民地に移り鳥越氏コーヒー６ヶ年契約之を終え
1936年本植民地入植。

＊山下永一、兵庫県、グァタパラ耕地配耕、平野氏の知遇を得て耕地監督を務む。就労中平野氏の意に賛
同、植民事業を発し再三再四邦人監督を集め具体案をねり、本事業に着手するため就労 1年 8ヶ月で退耕、
1915年先発隊の 1員。

＊森定伴次郎、岡山県、グァタパラ耕地入り、コロノ生活３ヶ年をえてアララクワラ線カタンツーバ駅サン・
フランシスコ耕地に移転、コーヒー４ヶ年契約を結び之を終了 1919年同植民地入り。

＊林美茂、1912年厳島丸、三宮繁弥の構成家族として、モジアナ線フランシスコ・マキシミアノ駅サンタ・
アメリカ耕地入り、コロノ生活 1年半、単身アララクワラ線カタンツーバ駅サン・フランシスコ耕地入り、
清水仁松氏のコーヒー 4ヶ年契約のコーヒー園で働く、約 1年してモジアナ線グァタパラ耕地に移転、1ヶ
年日給仕事に従事山本長次郎氏の薦めにより、林傳吉氏４女秋野さんと結婚養子として林家入り、1922年
同植民地入り。

＊林傳吉、1910年第２回移民岡山県、グァタパラ耕地配、コロノ生活 3農年終えてアララクワラ線イバラ
駅ドトール・グーザ耕地に移転コロノ生活 4ヶ年契約終了後 1917年本植民地地主として入植。

＊太田長次郎、1913年第５回移民広島県、サン・マルチーニョ耕地に配耕、コロノ生活 1農年を終えてグァ
タパラ耕地へ移転、製糖所に働く、1915年 8月先発隊員として平野植民地の１歩を印す。後年養蚕を営み
年産量 200キロを下らず。

＊福島守、1913年第５回移民広島県、義兄に伴なって高等小学校卒業直前渡伯。サン・マルチーニョ・プラー
ド駅サン・マルチーニョ耕地に配耕、コロノ生活半年で脱耕、同線のグァタパラ耕地に移転して３ヶ年就労後、
パウリスタ線マリリア駅ガビオン植民地に移り４年労働 1939年６月山室コーヒー園を監督する。



＊伊藤助一、1914年広島県、グァタパラ配耕、コロノ生活半年、平野氏斡旋にてドラデンセ線ドラード駅
サンタ・コンスタンサ耕地入り、コロノとして１ヶ年就労、同耕地は不健康にして病気多かりしやめ転じて
パウリスタ線ピラチニンガ駅ヴィアード耕地に移り４ヶ年コロノ生活、1938年本植民地同志会員の希望に
より建立の寺に住職として入る。

＊桜井初次郎、1913年広島県、1900ハワイ島の製糖会社日雇いで負傷し日本帰郷の経歴あり。グァタパ
ラ耕地に配耕コロノ生活 2農年 1915年 11月本植民地購入、先発隊員として入植。

＊久保友一、1913年広島県出身、グァタパラ耕地配耕、コロノ生活２ヶ年半後、平野氏に従い先発隊の 1
人として１９１５年８月３日に本植民地に入る。長男文次郎は 1913年 11月ブラジル生れ。

＊河尾利一、1912年第３回移民広島県、単独ソロカバナ線ピラジュイ駅で鉄道工夫として就労、1913年
聖市に移り、さらにパウリスタ線サン・マルチーニョ耕地に移り 8ヶ月大工職をなし後転じてグァタパラ耕
地に入る。1914年内地に残した妻子を呼び寄せ、ルイス・アントニオ・ジュンケイラ耕地に移る。大工職
で就労。1916年 5月ノロエステ線カフェランジャ駅に移転、大工職、1923年本植民地々主として入植、
カフェランジャ町にホテルも開業する。

＊吉崎興作、1910年第２回移民、山口県出身、グァタパラ耕地配耕コロノ生活１年半後兄と別れ、結婚し
て聖市に出て２ヶ年大工職で働く後、転じてアララクワラ線カタンツーバ駅サン・フランシスコ耕地入りコ
ロノ生活３ヶ年、同耕主所有のサン・ジョゼ耕地に移転１ヶ年コロノとして就労。１９１７年１０月本植民地々
主として入植。長男敏雄は 1913年８月ブラジル生。1931年８月興作氏死亡後父の事業をつぐ。　　　

＊重本智吉、1914年第９回移民、山口県出身、高等小学校在学中杉野四郎氏の構成家族員として渡伯、グァ
タパラ耕地配耕と同時に別れ独立自営の目的で日給仕事に従事少年の身で煉瓦工場入り、1915年８月１日
平野運平に従い先発隊員の１人。

＊佐藤勘七、1914年第９回移民山口県、グァタパラ耕地に配耕、コロノ生活１年就労中植民地事業を聞き
入植準備するが、マラリア病惨状のため一時見合せ榛葉彦平氏の世話にてノロエステ線トレス・ピザ駅サン・
ジョアキン耕地入り、２ヶ年いまだ病勢強く止む得ずリンス駅ノーバ・グラナーダ耕地入り、1919年５月
に本植民地入植。

＊前田義雄、1912年第４回移民、熊本県、父市蔵氏に伴われ２歳で渡伯。家族はグァタパラ耕地に配耕４
年間コロノ生活、1915年 12月家族先発隊として本植民地入り。

＊鍋島信太郎、1913年第７回移民、熊本県、鍋島寅吉氏家族構成員として 13歳で渡伯、モジアナ線ビラ・
コスチーナ耕地のコロノ生活 1農年を終えて、同線グァタパラ耕地に移り、砂糖キビ畑のコロノとして３ヶ
年就労後、同耕地にて米作に従事、この間寅吉氏を助け大いに協力する。1936年寅吉氏の農地を購入植民
地入り。

＊徳永治作、1912年第４回移民熊本県、兄元八氏の渡伯に及び家族構成員、モジアナ線グァタパラ耕地配耕、
日給として足掛け４年働く、1915年先発隊員として入る。同年 12月 31日不幸にしてマラリア病に冒す所
なり病床に臥す九死一生を得る。



＊今村惟喜、1913年第８回移民、熊本県、モジアナ線サランジ駅バイドゾ耕地にてコロノ生活１農年転じ
て、同線グァタパラ耕地に入りコロノ生活のかたわら小学校教員として就学児童に教授する。1919年８月
ミナス州コンキスタ駅コンキスタ町に移転、1925年 10月旭学校教員として本植民地に入って昭和初期２ヶ
年教授、さらに 1932年～ 33年教授。1937年マリリア市天理教会設立され布教師として赴任する。　　　　　　　　　　　

＊槇野藤太郎、1914年第 10回移民、広島県、モジアナ線オランジア駅ぺローバ耕地に入りコロノ生活３ヶ
年 1917年 11月 11日本植民地々主として入植。畑中氏移転の同氏所有地の一部を引き受ける。

＊引地良作、1914年第10回移民、広島県、モジアナ線オランジア駅ペーロバ耕地に配耕、コロノ生活3年5ヶ
月して脱耕、1917年 10月畑中氏斡旋により本植民地々主にて入植。

＊山室弘造、1912年第３回移民、岡山県、カナーン駅カナーン耕地に父槌平氏に伴なって配耕まだ 10歳、
コロノ生活 1ヶ年半して脱耕、転じてジロンダ駅ルイス・アントニオ・ジュンケイラ耕地に移り 4ヶ年コロ
ノとして就労、1917年 2月本植民地々主として入植する。

＊藤井福之助、1914年第 10回移民、広島県、オランジア駅ペローバ耕地に配耕、畑中仙次郎通訳の下で
コロノ生活 3年半を終えて 1917年本植民地々主として入植。入植当時はバッタの飛来の直後で地内は大騒
動の最中、さらにバッタの幼虫の発生で再度苦しめられる。また霜害、旱魃の厄などで大変苦酸を体験、畑
中氏移転のおりその農地の一部を引き取る。

＊上野荒市、1913年第５回移民、岡山県吉備郡、単身モジアナ線ベント・エキリノ駅セラ・アズール耕地入り、
日給にて就労、同年 10月マット・グロッソ州トレス・ラゴア駅にて鉄道工夫。1917年ノロエステ線バウルー
駅に移り機関車修繕所に入る。1919年山本佐太郎氏長女玉枝さんと結婚同年 6月本植民地入り。　　　　　　　　　　　　　　

＊秋永熊吉、1912年第３回移民、福岡県、モジアナ線モンテイロ駅サンタ・オリンピア耕地コロノ生活８
年の長きに渡り就労、1919年 11月本植民地々主にて入植。

＊藤澤豊次郎、1913年第７回移民、香川県小豆郡、モジアナ線エンジェネイロ・ブロドスキー駅ファツラ
耕地に配耕コロノ生活 2ヶ年、転じてミナス州コンキスタ耕地コロノ生活 1年、更に転じモジアナ線オラン
ジア駅ペローバ耕地に移り 2ヶ年米作に従事、1919年本植民地々主として入植する。

＊山本宇一、1913年第７回移民、香川県小豆郡、藤澤豊次郎氏の構成家族員、モジアナ線エンジェネイロ・
ブロドスキー駅ファツラ耕地に配耕、藤澤氏共にコロノ生活 9ケ月後、よりよき地を求めて単身逃亡、モジ
アナ線フランシスコ・マックシミアノ駅サンタ・アメリア耕地転入、ここでは日給労働としてテレイロの仕
事に従事、ここでも 2ヶ月で脱耕、無一文にて流れビラ・コスチーナ駅ビラ・コスチーナ耕地に入る。さら
に転じてミナス州コンキスタ駅ラジアード耕地入りここでも希望を満たすことが出来ず、モジアナ線オルラ
ンジア駅ペローバ耕地で 2ヶ年半、ノロエステ線平野植民地に流浪し畑中氏協力にて氏のかわり監督として
山林伐採に従事。

＊大石利實、1934年１月アラビヤ丸、高知県、モジアナ線サン・ジョアキン駅フロレスタ耕地コロノ生活
１年半 1937年本植民地に移転コロノとして就労。
＊池田藤造、1913年第７回移民、福岡県、モジアナ線ポンタール駅アパレシーダ耕地配耕コロノ生活２農



年１920年８月本植民地々主として入植。

＊栗木太、1914年第 10回移民福岡県、ソロカバーナ線ピラジュ駅ボア・ビスタ耕地、植田勘三朗氏の構
成家族員として配耕と共に植田氏を助けコロノ生活１農年後 1915年 9月本植民地に入る。以来植田氏と共
に植民として努力するが、入植当初強烈なマラリア病に冒されこの治療のためパウリスタ線サン・マルチー
ニョ駅サン・マルチーニョ耕地に到り、半年は伯父の家にて病を保養。

＊高山政太、1913年第 5回移民、福岡県、モジアナ線モンテイロ駅サンタ・オリンピア耕地に配耕コロノ
生活 3ヶ年移転してパウリスタ線グァラニ駅フィゲイラ耕地にて米作３ヶ年、1919年 8月本植民地々主と
して入植。

＊保坂啓太、1913年第７回移民、福岡県、モジアナ線セルトンジーニョ駅サンタ・ガブリエラ耕地配耕、
コロノ生活５ヶ年 1918年 6月本植民地々主として入植。

＊高山勝次、1914年第 9回移民、福岡県、従弟の呼び寄せ、単身渡伯モジアナ線セルトンジーニョ駅パル
ミタール耕地の従弟の家族と共にコロノ生活 4農年 1918年本植民地々主として入植する。

＊矢野浅太郎、1910年第３回移民、福岡県、パウリスタ線グァタパラ駅サンタ・オリンピア耕地入り、コ
ロノ生活 6ヶ年、1919年本植民地々主として入植。
森部伊三朗、1913年第５回移民、福岡県、モジアナ線ポンタール駅ベラビスタに配耕、コロノ生活 2ヶ年
後同耕地のコーヒー 4ヶ年契約をする。コーヒー間作としてトウモロコシを植え付け多収穫を得ることによ
り耕主が契約条件一部を履行しないため退耕、当時トウモロコシ売上代金７コントあまり、邦貨にして（３千
円）近く、大金を懐中に入る努力して内地へ送金３百余円を送る。

＊打山一次、1913年第７回移民、福岡県、パウリスタ線サン・マルチーニョ駅サン・マルチーニョ耕地配耕、
コロノ生活 1農年 1920年 8月に本植民地々主として入植。
（在伯日本移植民 25周年 “1934” 記念鑑より）

平野植民地総合計家族数 111戸、人員 588、男 317、女 271、所有面積 837アルケ - レス。栽培コーヒー
株数 706,800 本コーヒー 36,950 俵、地主 34戸、請負者 19、籾 3,899 俵、綿 530アローバス、豆 293俵、
玉蜀黍 1,796 俵、自動車「貨」10台、借地面積 20アルケーレス、豚 826頭、馬 57頭、牛 106頭、入植以来、
入植地での伯生 166、伯死 56、就学児童 79、入植者 30都道県ほぼ全国から入植している。山口、広島各
15戸、熊本 12戸、福岡 10戸、岡山 7戸、北海道 6戸、静岡 5戸、富山、和歌山、徳島、佐賀３戸、愛媛、
長崎、愛知、滋賀各 2戸、東京、福井、香川、青森、岩手、宮城、群馬、長野、島根、大分、宮崎、鹿児島、
沖縄各１戸である。注記：前述の死亡数と多数の違いがある。


